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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

福島県におけるアカムツの漁獲量は 2019 年から増加傾向にあり、底びき網において重要魚種

の一つとなっている（図１）。一方で、価格が安い小型魚の漁獲が多いことが指摘されている（安

倍 2021、2022）。アカムツは全長と単価に明確な正の相関があることから（安倍 2021）、500 円

／㎏未満を小型魚（全長 15 ㎝未満）と想定し、単価別の漁獲状況や低価格魚の分布状況を推定

した結果、低価格魚は漁獲重量に占める割合が大きいのに対して金額では非常に小さく、不経済

な漁獲実態であることが明らかとなった。また、低価格魚の分布密度は水深 100ｍ前後が高いこ

とが示されたことから、これらの海域を避ける操業が必要と考えられた。 

                                                                                                                       

（１） 各漁業協同組合から提供された 2022 年～2024 年の各産地市場における船別、入札単位別

重量、単価データを基に単価別漁獲量、漁獲金額を整理した。 

（２） 前述のデータと操業日誌（紙）に記載されている位置情報を関連付けし、単価別の漁獲位置

を特定し、CPUE（kg／隻）を水深別に整理した。 

（３） 資源管理を検討しているいわき地区においては、500 円／kg 未満の漁獲量は 6.8～39.3％を

占めていたが、金額では 0.6～1.7％であり、極めて不経済な漁獲実態であった（表１）。 

（４） 500 円／㎏未満の CPUE は水深 100ｍ前後で高く、500 円／㎏以上の CPUE は水深 120ｍ

以深で高い傾向が見られたことから、水深 100ｍ前後での操業を避ける必要があることが

示された（図２、図３）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 資源の適切な利用方法の提言に繋がる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 漁業者、行政関係者 

 

４ 普及上の留意点 

（１） 保護区設定のためは、デジタル操業日誌による小型魚が多い時期、漁場の把握が有効。 

（２） 漁獲加入水準も含めた資源解析により保護効果を試算することが必要。 
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